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冬空を彩る本厚木駅北口広場のイルミネーション。今回は市制60
周年を記念したデザインになっている（点灯は２月14日まで）。

12月定例会

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
啓
発
や
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
医
療
支
援
な
ど
意
見
書
３
件
を
関
係
機
関
に
提
出

な
ど
の
種
類
お
よ
び
使
用
料

や
、
分ぶ

ん

娩べ
ん

介
助
料
を
改
め
る

た
め
、改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
厚
木
市
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
」
の
主
な

改
正
内
容
は
、
一
般
職
職
員

お
よ
び
特
定
任
期
付
職
員
の

給
与
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

度
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
準
じ
て
改
定
な
ど
を
す

る
た
め
、
関
係
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
政
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
「
厚
木
市
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
」を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約

　

可
決
し
た
工
事
請
負
契
約

の
締
結
議
案
は
１
件
で
す
。

◇
契
約
の
目
的
＝
平
成
26
・

27
年
度
中
河
原
中
継
ポ
ン
プ

場
（
電
気
設
備
）
長
寿
命
化

改
築
工
事

◇
契
約
金
額
＝
１
億
９
３
６

４
万
４
千
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
荏
原
実

業
・
ケ
ン
モ
チ
電
機
特
別
共

同
企
業
体

不
動
産
の
取
得

　

可
決
し
た
不
動
産
の
取
得

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
会

期
23
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。　

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、条
例
の
制
定・

改
正
の
ほ
か
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、不
動
産
の
取
得・

譲
渡
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
専
決
処
分
の
承
認
、
一
般

会
計
補
正
予
算
、公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
の
20
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
初

日
に
採
決
し
、
承
認
し
た
「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
を
除
く
19
議
案
は
、
質
疑
終
了
後
、
上

程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
20

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ

れ
た
案
件
に
対
し
、
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
各
常
任
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
の
後
、
５

会
派
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
「
厚
木
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
厚
木
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
議

案
６
件
、議
員
か
ら
「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）

に
関
わ
る
教
育
機
関
等
へ
の
啓
発
・
周
知
と
労
災
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」

な
ど
議
案
３
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま

し
た
。

議
案
は
１
件
で
す
。

　

内
容
は
、
都
市
計
画
道
路

座
間
荻
野
線
の
建
設
に
伴

い
、
三
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
用
地
と
し
て
、
三
田
字
林

根
４
５
５
番
ほ
か
12
筆
、
６

３
４
３
・
７
７
平
方
㍍
の
土

地
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

不
動
産
の
譲
渡

　

可
決
し
た
不
動
産
の
譲
渡

議
案
は
１
件
で
す
。

　

内
容
は
、
条
例
の
一
部
改

正
後
に
廃
止
が
予
定
さ
れ
て

い
る
市
立
も
み
じ
保
育
所
に

つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
保

育
所
を
新
築
し
た
場
合
に
負

担
す
べ
き
割
合
を
勘
案
し
、

園
舎
を
社
会
福
祉
法
人
み
ど

り
会
に
４
８
６
万
円
で
譲
渡

す
る
も
の
で
す
。

２
面
下
段
に
続
く

条
例
の
制
定

　

可
決
し
た
条
例
の
制
定
議

案
は
３
件
で
す
。

　
「
厚
木
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
包
括
的
支
援
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
基
準
を
定
め
る
条
例
」は
、

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
基

準
を
定
め
る
た
め
、
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
指
定
介
護
予
防

支
援
の
事
業
の
人
員
、
運
営

等
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
」
は
、
介
護
保
険
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指
定

介
護
予
防
支
援
の
事
業
の
人

員
、
運
営
な
ど
に
関
す
る
基

準
な
ど
を
定
め
る
た
め
、
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
久
保
奨
学
金
基

金
条
例
」
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
修
学
な
ど
が
困
難

な
者
に
対
し
奨
学
金
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
て

未
来
を
担
う
者
の
夢
の
実
現

を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
民
か
ら
の
寄
付
を

基
に
、
基
金
を
設
置
す
る
た

め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
改
正

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
６
件
で
す
。

　
「
厚
木
市
立
老
人
福
祉
セ

◆一般質問 ２〜６面
◆議会の在り方検討会 ３面
◆通年会期制を導入 ５面
◆委員会の審査 ７面
◆本会議の審議結果 ８面

ン
タ
ー
条
例
」
の
主
な
改
正

内
容
は
、
厚
木
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
寿
荘
の
移
転
に
伴

い
、
そ
の
位
置
を
定
め
る
ほ

か
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る

た
め
、改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
立
保
育
所
設
置

条
例
」
の
主
な
改
正
内
容
は
、

民
営
化
を
目
的
と
し
て
、
市

立
も
み
じ
保
育
所
を
廃
止
す

る
た
め
、改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
火
災
予
防
条
例
」

の
主
な
改
正
内
容
は
、
屋
外

催
し
に
お
け
る
防
火
管
理
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
多
数

の
者
の
集
合
す
る
屋
外
で
の

大
規
模
な
催
し
を
主
催
す
る

者
に
対
し
て
、
防
火
担
当
者

の
選
任
や
火
災
予
防
上
必
要

な
業
務
計
画
の
作
成
な
ど
を

義
務
付
け
る
ほ
か
、
所
要
の

措
置
を
講
じ
る
た
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
病
院
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
」
の
主

な
改
正
内
容
は
、
新
病
院
の

診
療
機
能
の
拡
充
に
合
わ
せ

て
、
厚
木
市
立
病
院
の
診
療

科
目
を
改
め
る
た
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
立
病
院
の
診
療

費
等
に
関
す
る
条
例
」
の
主

な
改
正
内
容
は
、
新
病
院
の

第
Ⅰ
期
工
事
完
成
に
合
わ
せ

て
、
厚
木
市
立
病
院
の
個
室

一
般

質
問

福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
論
議

主な内容

　

厚
木
市
議
会
で
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
会
期
を

１
年
間
と
す
る
通
年
会
期
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
５
面
に
掲
載
）

通
年
会
期
制
が
ス
タ
ー
ト

　

平
成
27
年
１
月
か
ら



平成27年２月１日 第225号 （２）あつぎ市議会だより

　今定例会では、20人の議員が３日間にわたり一般質問を
行い、市政全般の施策について市長などの考えをただしま
した。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

　
問
　
ご
み
中
間
処
理
施
設

の
建
設
に
つ
い
て
、
い
か
に

市
民
の
協
力
を
得
る
か
。
ま

た
、
ど
う
い
う
配
慮
を
し
て

き
た
の
か
。

　
答
　
環
境
施
設
担
当
部
長

　

平
成
25
年
11
月
に
締
結
し

た
基
本
協
定
書
に
基
づ
き
、

地
元
の
建
設
対
策
部
会
の
皆

さ
ま
と
し
っ
か
り
話
を
し
、

協
定
内
容
を
誠
心
誠
意
履
行

し
て
い
き
た
い
。
施
設
が
整

備
さ
れ
る
地
域
だ
け
に
負
担

を
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
全
て
の
市
民
、
事

業
者
が
金
田
地
区
の
皆
さ
ま

の
苦
労
を
共
に
考
え
、
ご
み

の
減
量
や
分
別
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
エ
コ
ス
ク
ー
ル

　
問
　
良
い
取
り
組
み
で
あ

り
、
も
う
少
し
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
答
　
環
境
農
政
部
長　

エ

コ
ス
ク
ー
ル
は
、Ｆ
Ｅ
Ｅ（
国

際
環
境
教
育
基
金
）
が
提
唱

す
る
も
の
で
、
国
内
で
も
そ

れ
ほ
ど
取
り
組
ま
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
認
証
を
受

け
た
学
校
に
は
グ
リ
ー
ン
フ

ラ
ッ
グ
が
提
供
さ
れ
る
が
、

国
内
で
認
証
を
受
け
た
７
校

の
う
ち
３
校
が
厚
木
市
立
の

小
学
校
で
、
画
期
的
で
環
境

面
か
ら
厚
木
市
が
誇
る
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
国
際
機
関
で

厚
木
市
の
取
り
組
み
を
発
表

す
る
機
会
を
得
た
が
、
大
変

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
う

い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
市
民

に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

を
要
望
で
き
な
い
か
。ま
た
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
検
索
語

句
を
要
望
で
き
な
い
か
。

　
答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

12
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
そ
の
後
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
情

報
発
信
を
検
討
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
際
、
広
い
範

囲
で
検
索
語
句
が
ヒ
ッ
ト
す

る
よ
う
に
働
き
掛
け
る
。

●
高
齢
者
向
け
共
同
居
住
事
業

　
問
　
高
齢
者
の
独
居
に
よ

る
寂
し
さ
や
不
安
の
軽
減
、

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
高
齢

者
向
け
共
同
居
住
事
業
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
。

　
答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

福
祉
部
と
協
力
し
、
高

齢
者
が
地
域
の
中
で
快
適
に

安
全
な
環
境
で
暮
ら
す
た
め

に
幅
広
い
政
策
の
中
で
研
究

し
て
い
く
。

１
面
か
ら
続
く

　
問
　
自
立
支
援
や
中
間
的

就
労
の
場
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
答
　
市
長　

自
立
を
促
す

た
め
就
労
移
行
支
援
や
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
、
Ｂ
型
な
ど

に
福
祉
的
就
労
を
さ
れ
て
い

る
が
、
意
欲
は
あ
っ
て
も
就

労
に
つ
な
が
ら
な
い
方
も
多

く
、
今
後
、
生
活
困
窮
者
の

支
援
と
併
せ
て
中
間
的
就
労

の
場
の
整
備
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

●
斎
場
施
設

　
問
　
施
設
内
に
絵
画
展
示

を
考
え
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

元
の
方
々
と
協
議
す
る
。

●
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

　
問
　
公
会
計
化
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た

か
。
ま
た
、
収
納
率
ア
ッ
プ

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
答
　
教
育
長　

教
職
員
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
会
計
処

理
が
明
確
と
な
る
一
方
で
滞

納
が
増
え
て
い
る
た
め
、
督

促
や
催
告
、
家
庭
訪
問
な
ど

で
滞
納
の
解
消
に
取
り
組
む
。

場
内
売
店
の
運
営
や
散
策
路

な
ど
の
維
持
管
理
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
。

　
答
　
市
長　

遺
族
や
会
葬

者
が
、
故
人
と
最
後
の
お
別

れ
を
す
る
場
で
あ
り
、
安
ら

ぎ
と
落
ち
着
い
た
空
間
の
確

保
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
識
し
て
お
り
、
絵
画

展
示
に
つ
い
て
は
研
究
す
る
。

ま
た
、
売
店
は
、
障
が
い
者

雇
用
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

就
労
継
続
支
援
事
業
者
に
運

営
を
依
頼
し
て
お
り
、
散
策

路
な
ど
の
維
持
管
理
は
、
地

　
問
　
市
独
自
の
手
法
で
市

民
の
給
料
を
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

産

業
振
興
の
部
分
で
は
、
将
来

性
の
あ
る
産
業
を
誘
致
す
れ

ば
、
そ
こ
で
働
く
方
の
給
料

が
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
労
働
生
産
性
の
上

昇
イ
コ
ー
ル
給
料
の
ア
ッ
プ

も
理
論
上
は
成
り
立
つ
。
そ

の
際
、
特
区
や
地
域
の
特
性

を
生
か
し
て
産
業
振
興
を
図

る
道
も
あ
る
と
考
え
る
。

●
神
奈
川
県
央
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
問
　
検
索
し
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
の
開
設

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

障
が
い
者
の
就
労
を

支
援
す
る
取
り
組
み
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
沼
田
　
幸
一 

議
員

市
民
の
給
料
を
上
げ
る

手
法
は
な
い
か

子
育
て
応
援
　
泉
　
修 

議
員

指
定
管
理
者
の
指
定

　

可
決
し
た
指
定
管
理
者
の

指
定
議
案
は
４
件
で
す
。
施

設
の
名
称
、指
定
管
理
者
、指

定
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
厚
木
市
文
化
会
館
＝
公
益

財
団
法
人
厚
木
市
文
化
振
興

財
団
（
恩
名
一
丁
目
９
番
20

号
）。
指
定
期
間
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
30
年
３

月
31
日
ま
で
。

◇
本
厚
木
駅
高
架
下
旭
町
自

転
車
駐
車
場
・
愛
甲
石
田
駅

北
口
自
転
車
等
駐
車
場
な
ど

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
６
件

＝
株
式
会
社
高
揚
（
中
町
一

丁
目
８
番
７
号
の
２
の
２
０

１
）。
指
定
期
間
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
30
年
３

月
31
日
ま
で
。

◇
厚
木
市
荻
野
運
動
公
園
＝

荻
野
運
動
公
園
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
共
同
企
業
体
（
株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ[

構
成
員
代
表
者]

東

京
都
渋
谷
区
本
町
三
丁
目
12

番
１
号
）。
指
定
期
間
は
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
32

年
３
月
31
日
ま
で
。

◇
厚
木
市
営
東
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
・
厚
木
市
営
及
川

球
技
場
な
ど
市
営
体
育
施
設

４
件
＝
公
益
財
団
法
人
厚
木

市
体
育
協
会
（
温
水
西
一
丁

目
27
番
１
号
）。
指
定
期
間

は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
30
年
３
月
31
日
ま
で
。

専
決
処
分

　

承
認
し
た
専
決
処
分
議
案

は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の

１
件
で
す
。

　

内
容
は
、
衆
議
院
の
解
散

に
伴
う
総
選
挙
の
執
行
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
を
補
正
す
る
必
要
が
生

じ
、
特
に
緊
急
を
要
し
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
く
、市
長
が
専
決
処
分
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
承
認

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計
・
５
つ
の
特
別

会
計
・
病
院
事
業
会
計
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
に
係

る
測
量
お
よ
び
地
質
調
査
の

経
費
や
、
市
内
全
小
中
学
校

に
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
経
費
を
措

置
す
る
ほ
か
、
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
準
じ
て
改
定

な
ど
を
す
る
た
め
、
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
後
の
予
算

額
、
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算

に
対
す
る
増
減
額
（
カ
ッ
コ

内
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
７
６
６
億
４

２
１
万
９
千
円
（
３
億
１
４

８
９
万
円
増
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
＝
19
億
３
７
４
６
万

１
千
円
（
46
万
１
千
円
増
）

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
＝
２
６
０
億
９
８
５
１

万
５
千
円
（
２
５
１
万
５
千

円
増
）

◇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

＝
１
０
３
億
２
７
９
３
万
１

千
円（
１
９
３
万
１
千
円
増
）

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
＝
58
億
７
０
８
６
万
８
千

円
（
１
８
６
万
８
千
円
増
）

◇
病
院
事
業
会
計
＝
資
本
的

収
入
予
定
額
57
億
２
５
６
７

万
７
千
円
、
資
本
的
支
出
予

定
額
60
億
９
４
８
１
万
１
千

円
（
そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
１
８

０
万
円
減
）。
継
続
費
１
４

６
億
２
６
６
７
万
円
（
16
億

５
７
２
３
万
円
増
）

議
員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
３
件
で
す
。

　
「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷（
Ｍ

Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
に
関
わ
る
教
育
機

関
等
へ
の
啓
発
・
周
知
と
労

災
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

は
、
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に

つ
い
て
、
国
民
を
は
じ
め
、

教
育
機
関
な
ど
に
対
し
、
広

く
周
知
を
図
る
こ
と
な
ど
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）の

接
種
後
の
健
康
被
害
に
つ
い

て
原
因
究
明
と
医
療
支
援
を

求
め
る
意
見
書
」
は
、
接
種

後
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
、

実
態
把
握
を
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
に
よ
る
報
告
書

の
提
出
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
な
ど

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
「
国
会
に
お
け
る
憲
法
論

議
の
推
進
と
国
民
的
議
論
の

喚
起
を
求
め
る
意
見
書
」は
、

日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
、
国

会
に
お
い
て
活
発
か
つ
広
範

な
議
論
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、国
民
的
議
論
を
喚
起
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
す

（
意
見
書
は
４
・５
面
参
照
）。

ご
み
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に

向
け
た
市
民
へ
の
配
慮
は

あ
つ
ぎ
市
民
の
党
　
奈
良
　
握 

議
員

ホームページの
議会情報
　厚木市議会では、より開かれた議
会を目指し情報発信に努めており、
ホームページで次の情報がご覧にな
れます。
◆インターネット議会中継
　�本会議・常任委員会・特別委員会な
どの生中継と録画中継
◆会議録（本会議・常任委員会など）
　�委員会の会議録を掲載するまでの
間、委員長報告を掲載しています。
◆市議会だより
◆その他
　�議員名簿、議会
データ、一般質
問通告一覧、子
どものページ、
議長交際費など。
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厚
木
市
議
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
こ

と
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
会
改
革
に
取
り
組
む

中
、
本
年
１
月
１
日
よ
り

通
年
会
期
制
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
議
会
で

は
、
議
案
や
請
願
、
陳
情

な
ど
を
年
に
４
回
の
定
例

会
と
随
時
開
か
れ
る
臨
時

会
で
審
議
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
通
年

会
期
制
の
導
入
に
よ
り
、

緊
急
な
行
政
課
題
に
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
ほ

か
、
十
分
な
時
間
を
か
け

審
議
で
き
る
な
ど
、
議
会

の
活
性
化
が
図
れ
ま
す
。

　

厚
木
市
は
、
市
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
市
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

継
承
し
た
上
、
責
任
と
自

覚
あ
る
議
会
改
革
に
よ
り

一
層
取
り
組
み
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
信
頼
い
た
だ

け
、
身
近
な
議
会
と
し
て

議
員
一
同
、
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

（
瀧
口
慎
太
郎
）

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　
問　
昨
年
度
、
こ
ど
も

ブ
ッ
ク
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
勤
務
時
間
が
減
っ
た
。
学

校
図
書
館
の
役
割
は
大
変
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

た
め
、
こ
ど
も
ブ
ッ
ク
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
勤
務
時
間

を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
図
書
購
入

費
の
増
額
も
必
要
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
答
　
学
校
教
育
部
長　

学

校
図
書
館
の
役
割
は
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

こ
ど
も
ブ
ッ
ク
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
勤
務
時
間
の
規

模
拡
大
を
現
在
検
討
し
て
い

る
。

　
答
　
教
育
総
務
部
長　

図

書
購
入
費
は
、
予
算
額
だ
け

見
る
と
減
っ
て
い
る
が
、
平

成
21
年
度
に
補
正
予
算
を
組

み
、
蔵
書
数
を
増
や
し
た
。

来
年
度
に
向
け
て
予
算
を
獲

得
し
て
い
き
た
い
。

●
介
護
保
険
の
制
度
改
正

　
問　

介
護
保
険
事
業
の
制

度
改
正
で
は
、
介
護
予
防
外

　
問　

中
枢
拠
点
都
市
圏
に

つ
い
て
、
近
隣
の
市
町
村
と

の
合
併
や
広
域
連
携
に
つ
い

て
の
将
来
に
向
け
た
考
え
は
。

　

答
　
政
策
部
長　

新
た
に

広
域
連
携
制
度
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
当
面
は
効
果
的
な

広
域
連
携
を
探
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

●
道
路
の
安
全
対
策

　

問　

道
路
の
安
全
対
策
と

し
て
、
路
面
下
空
洞
調
査
を

実
施
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

安
全
確
保
の

た
め
の
有
効
な
手
法
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
は
緊
急
輸

送
道
路
や
主
要
な
市
道
路
線

を
対
象
に
し
た
調
査
を
検
討

し
て
い
く
。

　

問　

国
、
県
が
管
理
す
る

市
内
の
緊
急
輸
送
道
路
の
調

査
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

答
　
道
路
部
長　

把
握
し

て
い
な
い
た
め
、
情
報
の
公

開
を
要
望
し
て
い
く
。

●
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公

民
館
）
へ
の
職
員
配
置

　

問　

今
後
の
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）
は
、
重

要
な
役
割
を
担
う
部
分
も
出

て
く
る
が
、
事
務
量
の
違
い

な
ど
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
を
考
慮
し
た
中
で
配
置

人
数
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

答
　
宮
台
副
市
長　

少
子

高
齢
社
会
が
急
速
に
高
ま
る

中
、
今
後
、
福
祉
に
関
し
て

は
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
見
直
し
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

し
が
言
わ
れ
て
い
る
。
消
費

税
増
税
は
先
延
ば
し
さ
れ
た

が
、
平
成
29
年
度
の
完
全
ス

タ
ー
ト
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
答
　
福
祉
部
長　

時
期
的

な
も
の
は
別
に
し
て
、
制
度

改
正
そ
の
も
の
は
な
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。
27
年
４
月

の
制
度
改
正
に
向
け
た
単
価

は
、
27
年
１
月
ご
ろ
に
具
体

的
な
方
針
が
出
さ
れ
、
か
な

り
ハ
ー
ド
な
日
程
で
歩
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
問　

小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
の
特
性
は
何
か
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

小

規
模
事
業
者
に
着
目
し
、
そ

の
振
興
の
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
こ
と
、
事
業
の
持
続

的
発
展
の
重
要
性
を
位
置
付

け
て
い
る
こ
と
、
基
本
計
画

を
定
め
、
政
策
の
持
続
性
、

一
貫
性
を
担
保
す
る
体
制
を

位
置
付
け
た
こ
と
の
３
点
が

特
徴
と
認
識
し
て
い
る
。

　
問　

商
工
会
議
所
が
策
定

す
る
経
営
発
達
支
援
計
画
に

　

問　

都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
の
必
要
性
を
検
証
し
た

結
果
は
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

見
直
し
対
象
路
線
の
全

て
に
お
い
て
、
整
備
の
必
要

性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
第
７
次
厚

木
市
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

な
ど
の
上
位
計
画
に
位
置
付

け
が
あ
り
、
事
業
実
施
の
見

込
み
が
あ
る
８
路
線
10
区
間

は
存
続
、
ま
た
、
必
要
性
は

高
い
も
の
の
事
業
実
施
の
見

込
み
が
立
っ
て
い
な
い
10
路

線
35
区
画
は
留
保
付
き
存
続

と
し
て
い
る
。

●
土
地
区
画
整
理
促
進
区
域

の
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

　

問　

愛
名
・
飯
山
・
温
水

地
区
土
地
区
画
整
理
促
進
区

域
の
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
賦
課
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

　

答
　
河
川
み
ど
り
部
長　

区
域
内
の
３
分
の
１
に
当
た

る
11
㌶
は
既
に
開
発
さ
れ
、

自
費
工
事
で
設
定
さ
れ
て
い

る
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
の
整
備
方
針

に
よ
り
、
今
年
度
中
の
設
定

を
進
め
て
い
る
。

●
市
街
化
調
整
区
域
の
下
水

道
整
備

　

問　

下
水
道
整
備
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
の
分
担
金
の

考
え
方
は
。

　

答
　
河
川
み
ど
り
部
長　

市
街
化
調
整
区
域
の
整
備
に

関
す
る
負
担
は
、
受
益
者
負

担
で
は
な
く
、
地
方
自
治
法

第
２
２
４
条
に
基
づ
く
分
担

金
を
徴
収
す
る
方
向
で
あ
る
。

　

問　

第
１
期
基
本
計
画
の

成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

答
　
市
長　

29
の
基
本
施

策
ご
と
に
施
策
評
価
を
実
施

し
た
結
果
、
元
気
な
あ
つ
ぎ

の
実
現
に
向
け
、
確
実
に
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

　

問　

第
２
期
基
本
計
画
に

つ
い
て
、
第
１
期
基
本
計
画

と
比
べ
改
正
し
た
点
や
増
強

し
た
項
目
は
あ
る
か
。

　

答
　
市
長　

基
本
施
策
を

29
施
策
か
ら
30
施
策
に
強
化

す
る
と
同
時
に
、
基
本
施
策

の
項
目
を
現
行
の
推
進
か
ら

実
現
に
変
更
し
、
確
実
に
達

成
す
る
こ
と
を
施
策
目
標
と

し
て
い
る
。
具
体
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
単
位
施
策
は
17

項
目
を
追
加
し
、
86
施
策
と

す
る
こ
と
で
着
実
な
推
進
を

図
る
。

　

問　

第
２
期
基
本
計
画
の

目
標
達
成
に
向
け
て
乗
り
越

え
る
べ
き
課
題
は
何
か
。

　

答
　
市
長　

少
子
高
齢
化

の
一
層
の
進
展
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
、
大
規
模
地
震

な
ど
に
よ
る
災
害
対
策
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
へ
の

対
応
に
加
え
、
地
方
分
権
の

進
展
に
合
わ
せ
た
自
律
的
な

行
財
政
運
営
の
確
立
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
の
誘
致
な
ど
、
時
代
の

流
れ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
確
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

基
づ
く
連
携
協
力
を
厚
木
市

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

連

携
協
力
の
下
、
厚
木
市
の
諸

施
策
、
産
業
振
興
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
問　

不
公
平
取
引
へ
の
対

応
は
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

消

費
税
関
連
で
は
、
相
談
窓
口

の
設
置
や
企
業
巡
回
訪
問
な

ど
で
情
報
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。

●
地
域
循
環
型
経
済
の
構
築

　
問　

全
国
で
は
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
商
店

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度

は
、
税
金
投
入
の
20
倍
以
上

の
経
済
波
及
効
果
が
出
て
い

る
。
税
金
を
活
用
し
て
経
済

効
果
を
大
き
く
し
て
い
く
地

域
循
環
型
経
済
を
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

市

税
が
地
域
経
済
で
う
ま
く
循

環
す
る
制
度
と
な
る
よ
う
、

磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
。

あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
第
２
期

基
本
計
画
の
目
標
と
課
題
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
太
田
　
洋 

議
員

都
市
計
画
事
業
に
お
け
る

本
市
の
考
え
方
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

中
枢
拠
点
都
市
圏
に
つ
い
て
の

将
来
に
向
け
た
考
え
は

公
明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど

具
体
的
な
検
討
始
ま
る

―
―
議
会
の
在
り
方
検
討
会
を
設
置
―
―

　

石
井
芳
隆
議
長
は
、
10

月
21
日
に
議
会
運
営
委
員

会
に
対
し
、
議
会
運
営
の

在
り
方
な
ど
、
下
記
の
６

項
目
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

諮
問
を
受
け
た
議
会
運

営
委
員
会
は
、
委
員
９
人

で
構
成
さ
れ
る
議
会
の
在

り
方
検
討
会
（
川
口
仁
会

長
）
を
設
置
し
、
具
体
的

な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

会
議
は
、
原
則
公
開
と

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
実
施
。日
程
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
諮
問
事
項
】

○
市
議
会
議
員
選
挙
の
時

期
に
つ
い
て
（
市
長
選
挙

と
同
時
執
行
で
き
な
い
か
）

○
議
会
基
本
条
例
の
策
定

に
つ
い
て
（
必
要
性
並
び

に
そ
の
内
容
）

○
（
仮
称
）
議
会
災
害
時

条
例
の
策
定
に
つ
い
て

○
議
会
の
評
価
に
つ
い
て

○
子
ど
も
議
会
の
定
例
化

（
例
え
ば
２
年
に
１
回
開

催
）
に
つ
い
て

○
乳
幼
児
連
れ
の
市
民
の

傍
聴
に
つ
い
て

こ
ど
も
ブ
ッ
ク
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

勤
務
時
間
の
考
え
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の

特
性
は
何
か

日
本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員
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問　

婚
姻
届
を
フ
ァ
イ
ル

に
入
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ

と
が
平
成
26
年
８
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
。
出
生
届
に
つ
い

て
も
提
案
し
た
が
ど
う
か
。

　

答　

市
民
健
康
部
長　

現

在
、
出
生
届
に
つ
い
て
も
何

か
で
き
な
い
か
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

●
厚
木
市
の
人
口
の
現
状

　

問　

人
口
は
横
ば
い
、
も

し
く
は
微
増
傾
向
だ
が
、
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

　

答　

政
策
部
長　

企
業
誘

致
策
や
子
育
て
支
援
策
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
よ
り
、

定
住
、
転
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
維
持
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

企
業
進
出
と
雇
用
に

つ
い
て
変
化
は
あ
る
か
。

　

答　

市
長　

中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
る
ア
ミ
ュ
ー

あ
つ
ぎ
の
整
備
や
企
業
な
ど

の
誘
致
に
よ
り
、
雇
用
創
出

５
千
人
を
達
成
し
た
。

●
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

問　

ど
の
よ
う
な
効
果
が

出
て
い
る
か
。

　

答　

消
防
長　

市
内
３
病

院
に
輪
番
で
救
急
車
と
救
急

隊
員
を
派
遣
し
、
通
常
は
病

院
実
習
を
受
け
て
い
る
。
派

遣
先
の
病
院
か
ら
医
師
が
救

急
車
に
同
乗
し
て
出
動
し
、

迅
速
、
的
確
な
救
急
救
命
措

置
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
病

院
実
習
を
行
っ
た
こ
と
で
、

重
症
患
者
な
ど
の
救
命
に
も

役
立
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

県
内
で
は
短
時
間
保

育
の
入
所
要
件
で
、
就
労
時

間
の
下
限
を
月
64
時
間
と
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
る
に
は

48
時
間
が
よ
い
と
考
え
る
。

こ
の
基
準
以
下
の
就
労
で
も

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
一
時
預
か
り
は
重
要
と

考
え
る
が
、
認
識
は
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

国
が
示
す
基
準
ど
お
り
、
週

４
日
、
月
64
時
間
以
上
で
設

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。な
お
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
合
わ
せ
た
新
た
な
小
規

模
保
育
施
設
な
ど
の
整
備
を

行
う
中
で
、
一
時
預
か
り
が

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

●
学
童
保
育
の
利
用
料
の
在

り
方

　

問　

公
営
と
民
間
の
利
用

料
の
在
り
方
は
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

人
員
や
費
用
、
場
所
な
ど
の

細
か
な
部
分
を
含
め
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
在
り
方
検
討

委
員
会
な
ど
で
検
討
す
る
。

●
市
民
後
見
人

　

問　

市
民
後
見
人
の
養
成

を
進
め
な
が
ら
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
つ
く
る
か
。

　

答　

福
祉
部
長　

市
民
後

見
人
の
活
用
を
前
提
に
考
え

る
と
、
身
上
監
護
を
中
心
に

市
長
申
し
立
て
の
法
人
後
見

と
セ
ッ
ト
で
対
応
す
る
。
ま

た
、報
酬
が
発
生
し
た
場
合
、

現
在
の
要
綱
で
は
、
市
民
後

見
人
が
規
定
さ
れ
た
要
綱
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
、今
後
、

支
援
で
き
る
制
度
も
用
意
し

た
中
で
事
業
に
取
り
組
む
。

量
調
査
日
の
天
候
や
季
節
を

考
慮
す
る
と
再
調
査
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

答　

市
街
地
整
備
部
長　

オ
ー
プ
ン
前
の
調
査
の
方
が

雨
天
が
多
か
っ
た
。
今
後
、

定
期
的
に
調
査
し
て
い
く
。

●
子
ど
も
の
被
ば
く
対
策

　

問　

学
校
給
食
の
基
準
を

他
自
治
体
で
は
セ
シ
ウ
ム
が

含
ま
れ
て
い
る
食
材
を
子
ど

も
の
口
に
入
れ
た
く
な
い
一

心
で
国
の
基
準
と
分
け
て
い

る
が
、
本
市
で
も
検
討
で
き

な
い
か
。

　

答　

教
育
総
務
部
長　

十

分
参
考
に
し
て
い
く
。

　

問　

放
射
能
問
題
で
児
童

が
傷
つ
け
ら
れ
、
教
育
委
員

会
な
ど
大
人
の
力
で
そ
の
事

実
は
な
い
も
の
と
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　

子

ど
も
た
ち
が
明
る
く
元
気
に

生
活
で
き
る
よ
う
全
力
で
支

援
し
て
い
く
。

　

問　

子
ど
も
の
被
ば
く
問

題
を
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

市
長　

子
ど
も
た
ち

の
命
や
健
康
を
守
っ
て
い
く
。

　

問　

来
場
者
は
４
月
を
除

い
た
月
別
で
一
日
平
均
が
６

５
０
０
人
か
ら
９
８
０
０
人

に
な
る
が
、
算
出
根
拠
は
。

　

答　

市
街
地
整
備
部
長　

東
急
不
動
産
Ｓ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
類
似
施
設
の
数
字
と

レ
ジ
の
通
過
者
か
ら
専
門
的

な
知
識
を
基
に
算
出
し
た
。

　

問　

ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
周

辺
の
通
行
量
は
、
全
体
で
３

割
程
度
増
で
あ
る
が
、
交
通

　

問　

病
後
児
保
育
に
係
る

利
用
料
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

病
後
児
保
育
利
用
医
師
連
絡

票
を
診
療
情
報
提
供
料
と
し

て
保
険
診
療
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

東
京
都
の
一
部
で
は
小
児
医

療
証
で
対
応
し
て
い
る
。
こ

れ
を
再
確
認
し
、
保
険
診
療

で
請
求
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

厚
木
市
で
は
子
ど
も
医
療
費

に
よ
り
無
料
に
で
き
る
の

で
、も
う
少
し
検
討
し
た
い
。

●
睦
合
西
地
区
の
広
域
公
園

の
整
備

　

問　

睦
合
西
地
区
か
ら
地

域
の
河
川
環
境
を
生
か
し
た

広
域
公
園
の
整
備
要
望
が
出

て
い
る
。こ
れ
は
、睦
合
の
地

域
住
民
に
大
変
有
効
な
空
間

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
思
う
が
、ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

河
川
み
ど
り
部
長　

睦
合
地
区
の
公
園
整
備
の
重

要
度
は
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
各
地
区
と
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
進
め
て

い
き
た
い
。

　

問　

こ
の
要
望
は
、
あ
つ

ぎ
元
気
プ
ラ
ン
第
２
期
基
本

計
画
の
第
３
期
実
施
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
る
か
。

　

答　

河
川
み
ど
り
部
長　

第
２
期
基
本
計
画
地
域
別
計

画
を
受
け
、
河
川
環
境
を
生

か
し
た
公
園
の
整
備
計
画
を

推
進
す
る
こ
と
と
位
置
付
け

た
。
ま
た
、
実
施
計
画
に
位

置
付
け
て
い
く
こ
と
も
必
須

と
な
っ
て
い
る
。

　

問　

高
等
部
卒
業
後
の
受

け
入
れ
先
に
つ
い
て
の
不
安

が
多
く
聞
か
れ
る
が
、
就
労

先
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
増
設

の
考
え
は
。

　

答　

福
祉
部
長　

厚
木
市

障
害
福
祉
計
画
で
、
就
労
先

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
も
、
人
数
の
上
で

も
増
え
る
よ
う
事
業
者
と
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

障
が
い
児
は
社
会
的

マ
ナ
ー
が
な
か
な
か
身
に
付

か
ず
、
社
会
に
溶
け
込
ん
で

い
け
な
い
。
社
会
性
を
身
に

付
け
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
機
会
を
増
や
す
考
え
は
。

　

答　

福
祉
部
長　

自
立

ア
ッ
プ
講
座
に
は
、
社
会
性

を
身
に
付
け
る
役
割
が
あ
る

と
思
う
。
厚
木
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
て
、
も
う

少
し
充
実
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
。

●
シ
ニ
ア
の
社
会
参
加

　

問　

シ
ニ
ア
の
社
会
参
加

に
つ
い
て
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
の
た
め
、
多

様
な
活
動
の
場
を
案
内
す
る

窓
口
の
設
置
や
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
シ
ニ
ア
専
用

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設

し
て
は
い
か
が
か
。

　

答　

市
民
協
働
推
進
部
長

　

一
元
的
に
見
ら
れ
る
も
の

は
、
あ
る
意
味
で
必
要
な
の

か
と
思
う
が
、
関
連
部
署
が

た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、
簡
単

に
は
い
か
な
い
。
そ
の
調
整

も
含
め
て
今
後
研
究
す
る
。

　
問　
両
立
支
援
の
現
状
は
。

　

答　

総
務
部
長　

次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
い
て
策
定
し
た
厚
木
市
特

定
事
業
主
行
動
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
職
員
が
安
心
し

て
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
、
全
職
場

を
挙
げ
て
子
育
て
を
支
え
る

雰
囲
気
づ
く
り
、
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
。

　

問　

育
児
休
業
な
ど
の
取

得
者
は
、
今
ま
で
活
躍
し
て

き
た
職
員
で
あ
り
、
そ
の
職

員
に
復
帰
し
て
も
ら
う
方
が

職
場
に
と
っ
て
も
効
率
が
良

い
と
思
う
。
復
帰
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

答　

総
務
部
長　

職
場
全

体
で
の
温
か
い
支
援
が
絶
対

的
に
必
要
で
あ
り
、
復
帰
後

に
お
け
る
時
間
外
勤
務
の
抑

制
や
、
両
立
支
援
制
度
を
職

場
全
体
で
共
有
し
、
復
帰
後

も
子
育
て
を
円
滑
に
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

性
別
の
差
が
な
く
、

能
力
に
応
じ
た
社
会
進
出
を

図
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
へ
の
対
応
は
。

　

答　

総
務
部
長　

従
来
か

ら
性
別
を
問
わ
ず
、
能
力
や

実
績
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
て
採
用
や
登
用
を
行
っ
て

い
る
。
女
性
の
活
躍
推
進
と

し
て
は
、
職
員
募
集
の
案
内

に
活
躍
中
の
女
性
職
員
の
紹

介
、
ま
た
育
児
休
業
、
介
護

休
暇
な
ど
が
取
得
し
や
す
い

よ
う
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

一
部
の
職
員
の
長
時

間
労
働
や
繁
忙
化
を
で
き
る

限
り
平
準
化
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
適
正
な
組
織
体
制
を

図
る
た
め
の
部
間
調
整
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

答　

市
長　

適
正
な
組
織

体
制
の
構
築
に
は
、
職
員
の

能
力
や
事
務
量
に
応
じ
た
配

置
が
重
要
と
考
え
て
い
る
た

め
、毎
年
度
、各
部
な
ど
の
事

務
量
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

執
行
体
制
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

部
間
の
調
整
を
実
施
し
、
適

材
適
所
の
配
置
に
努
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
事
務
の
内
容

に
応
じ
て
、
外
部
委
託
の
実

施
や
新
た
な
外
部
人
材
の
活

用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
本
厚
木
下
津
古
久
線

　

問　

進しん
捗ち
ょ
く

状
況
は
。

　

答　

市
長　

測
量
、
実
施

設
計
な
ど
が
お
お
む
ね
完
了

し
、
現
在
、
地
権
者
や
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
道
路
整
備
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
用
地
説
明
会
を

開
催
し
、
地
権
者
や
関
係
者

の
理
解
を
い
た
だ
き
、
用
地

買
収
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

●
岡
田
・
酒
井
地
区
の
冠
水

対
策

　

問　

進
捗
状
況
は
。

　
答　
市
長　
酒
井
地
区
は
、

浸
水
被
害
を
早
急
に
解
消
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
、
工
事
に
着
手
し
て

い
く
。
岡
田
地
区
に
お
い
て

は
、
既
存
施
設
を
最
大
限
に

利
用
し
た
新
た
な
浸
水
被
害

軽
減
対
策
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

出
生
届
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

で
き
な
い
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
髙
田
　
浩 

議
員

昨年４月26日にオープンしたアミューあつぎ。中心市街地の活性化
が期待される。

本
市
の
労
務
管
理
に
お
け
る

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
は

民
主
ク
ラ
ブ
　
古
川
　
環 

議
員

ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
商
業
施
設
の

来
場
者
数
の
算
出
根
拠
は

民
主
ク
ラ
ブ
　
名
切
　
文
梨 

議
員

障
が
い
児・者
の
就
労
先
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
増
設
の
考
え
は

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　

12
月
定
例
会
で
可
決
し
た
意

見
書
は
次
の
３
件
で
す
。

可 決 し た

意見書
　軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）は、転倒や転落、交通事故、スポーツ外傷などにより、頭部に衝撃を受けた際に脳が損傷し、脳内
の情報伝達を担う「軸索」と呼ばれる神経線維が断裂するなどして発症する疾病である。
　その主な症状は、高次脳機能障害による記憶力・理解力・注意力の低下を始め、てんかんなどの意識障害、半身まひ、視野が狭く
なる、においや味がわからなくなるなどの多発性脳神経まひ、尿失禁など、複雑かつ多様である。
　しかしながら、軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）は、受傷者本人から様々な自覚症状が示されているにもかかわらず、ＭＲＩなどの
画像検査では異常が見つかりにくいため、労働者災害補償保険（労災）や自動車損害賠償責任保険（自賠責保険）の補償対象になら
ないケースが多く、働くことができない場合には、経済的に追い込まれ、生活に窮することもあるのが現状である。
　特に、通学路での交通事故やスポーツ外傷が多発している昨今、子供たちが軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）を発症する可能性も高
くなっている。
　さらに、本人や家族、周囲の人たちも、この疾病を知らないために誤解が生じ、職場や学校において理解されずに、悩み、苦しむ
状況も見受けられる。
　世界保健機関（ＷＨＯ）においては、外傷性脳損傷（ＴＢＩ）の定義の明確化を図った上で、その予防措置の確立を提唱しており、
我が国においてもその対策が求められているところである。
　よって、国においては、次の事項について適切な措置を講じられるよう強く要望する。
１　軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）について、国民を初め、教育機関等に対し、広く周知を図ること。
２　�画像所見が認められない高次脳機能障害の労災認定に当たっては、厚生労働省に報告することとされているが、事例の集中的検
討を進め、医学的知見に基づき、適切に認定が行われるよう、取り組みを進めること。

３　軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）のため働けない場合、労災の障害（補償）年金が給付できるよう、労災認定基準を改正すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
� 平成２６年１２月１９日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣

軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）に関わる教育機関等への啓発・
周知と労災認定に向けた取り組みの推進を求める意見書

子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶ
ワクチン）の接種後の健康被害に
ついて原因究明と医療支援を求め
る意見書
　平成２５年３月に予防接種法が改定され、同年４月より子宮頸がん予防ワク
チンが定期接種となったが、全国で接種後の健康被害が報告され、社会問題
となった。厚生労働省はその後、同年６月から当該ワクチンの接種を「積極
的に勧奨しない」としたが、健康被害を訴えている方々に対し、原因究明や
救済体制などは遅々として進んでいない状況にある。
　平成２６年８月２９日の厚生労働大臣の記者会見では、各県に専門的な協力医
療機関を設置すること。医療機関からの副反応の報告が確実に行われるよう
にすること。過去のものに関しても情報を網羅し対策していくこと。これま
でに報告されているものについて追跡調査を行うことが発表されている。
　したがって、国においては、これまでの子宮頸がんワクチン接種後の健康
被害について、実態把握をするとともに保護者による報告書の提出が可能で
あることを広く周知することが必要と考える。また、当該ワクチンの接種後
に原因不明の症状を有し、日常生活に支障が生じている方々に対しては、早
急に医療支援を実施することを強く求める。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
� 平成２６年１２月１９日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣

国会における憲法論議の推進と
国民的議論の喚起を求める意見書
　日本国憲法は昭和２２年５月３日の施行以来、国民主権、平和主義、基
本的人権の尊重の三原則のもと、我が国の発展に重要な役割を果たして
きた。この三原則こそ、現憲法の根幹をなすものであり、今後も堅持さ
れねばならない。
　一方、現憲法は、今日に至るまでの約７０年間、一度の改正も行われて
おらず、この間、我が国をめぐる内外の諸情勢に大きな変化が生じてい
ることに鑑みれば、憲法についても直面する諸課題から国民の安全を確
保し、福祉の向上を図る内容であることが求められる。
　このような状況の中、国会でも、平成１９年の日本国憲法の改正手続き
に関する法律の成立に伴い、憲法審査会が設置され、憲法論議が始めら
れている。
　憲法は国家の最高法規であり、その内容については、国会はもちろん
のこと、主権者である国民が幅広く議論し、その結果が反映されるべき
である。
　よって国会及び政府が、日本国憲法について、国会において活発かつ
広範な議論を推進するとともに、国民的議論を喚起することを強く要望
する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
� 平成２６年１２月１９日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、
　　　　内閣官房長官

病
後
児
保
育
に
係
る
利
用
料
の

保
護
者
の
負
担
軽
減
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て

一
時
預
か
り
の
認
識
は

神
奈
川
ネ
ッ
ト
　
内
川
　
由
喜
子 

議
員

適
正
な
組
織
体
制
を
図
る
た
め
の

部
間
調
整
は
さ
れ
て
い
る
の
か

市
政
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
恒
雄 

議
員

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

　本会議や委員会の詳しい内容は、
インターネットや市政情報コーナー
（本庁舎１階）などで会議録をご覧
ください。なお、会議録ができるま
での間は、インターネット議会中継
（録画放映）もご覧になれます。

会議録の閲覧を！
　厚木市議会では、この通年会期制の導入により、
１月６日に平成27年第１回会議を開催しました。
※通年会期制の導入に伴い、会議の名称が変わり
ました。

　厚木市議会では、平成27年１月１日から会期を通
年（１年間）とする通年会期制を導入しました。
　会期は、厚木市議会の会期等に関する条例の規定
に基づき、１月１日から12月31日まで（改選や解散
のあった年は除く）となり、毎年１月１日になると
自動的に会期が始まります。
　これまでは、会期はある一定の期間と定められ、
原則的に議会が閉会すると次の会期まで議会として
の活動ができませんでした。これからは、会期を通
年にすることにより、常に議会が活動できる状態と
なるため、議会のさらなる活性化を図ることができ
ます。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

通年会期制を導入
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問　

投
資
的
経
費
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
今
後
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
も
っ
と
力
を
入

れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
　
市
長　

投
資
的
経
費

は
平
成
７
年
度
以
降
、
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
21
年
度

か
ら
は
あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン

第
１
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
財
源
確
保
に
努
め
、

横
ば
い
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
財
源
の
確

保
と
健
全
財
政
を
堅
持
し
な

が
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業

や
再
開
発
事
業
な
ど
、
県
央

の
雄
都
に
向
け
た
事
業
に
取

り
組
み
た
い
。

●
市
内
の
人
口
減
少
地
域

　

問　

解
決
策
は
講
じ
ら
れ

な
い
か
。

　

答
　
市
長　

子
育
て
環
境

の
充
実
や
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
創
出
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
で
定
住
人
口
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
世
帯

数
の
少
な
い
自
治
会
も
意
向

に
沿
っ
た
活
動
を
継
続
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

●
厚
木
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

　

問　

一
般
人
の
出
入
り
の

許
可
を
申
請
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

管
理
者
に
対

し
て
要
望
し
て
い
る
が
、
道

路
法
の
規
定
に
よ
り
、
周
辺

の
一
般
道
路
か
ら
出
入
り
が

で
き
ず
、
現
段
階
で
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関

な
ど
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

厚
木
市
は
許
認
可
の

権
限
移
譲
を
受
け
、
森
の
里

東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
認
可
を
行
っ
た
。
厚
木
市

は
組
合
事
業
に
補
助
金
を
出

し
て
、
認
可
に
よ
っ
て
ほ
ぼ

資
金
計
画
ど
お
り
確
定
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
実
施
計
画

に
よ
っ
て
は
増
減
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
や
り
方
に

よ
っ
て
金
額
が
か
な
り
違
っ

て
く
る
と
思
う
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
許
認
可
権
限
を

持
っ
た
厚
木
市
、
ま
た
、
補

助
金
を
出
す
厚
木
市
と
し
て

も
こ
れ
か
ら
慎
重
に
そ
の
推

移
を
見
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
厚
木
市
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
く
市
民
や
議
会
へ
の

説
明
責
任
も
あ
る
の
で
、
い

ず
れ
か
の
機
会
に
説
明
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思

う
。
こ
れ
も
、
厚
木
市
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
く
役
割
、

責
務
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
担

当
部
長　

議
員
へ
は
機
会
を

捉
え
て
周
知
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
組
合
設
立
準
備
委
員

会
発
行
の
ま
ち
づ
く
り

ニ
ュ
ー
ス
で
情
報
提
供
を
し

て
い
る
。
許
認
可
権
の
関
係

は
、
法
に
基
づ
き
粛
々
と
的

確
に
処
理
し
て
い
る
。
許
認

可
権
を
持
っ
て
い
る
市
長

と
、
執
行
機
関
で
あ
る
事
業

実
施
の
市
長
の
二
通
り
が
あ

る
の
で
、
執
行
機
関
の
市
長

か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
も
的
確

に
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
外
部
評
価
委
員
会
お
よ

び
第
９
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大

賞
の
評
価
は
。

　
答
　
市
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
進
捗
状
況
外
部
評
価
委
員

会
に
お
い
て
、
平
成
23
年
か

ら
３
年
間
の
取
り
組
み
で
、

全
体
で
82
・
６
点
の
評
価
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
大
賞
に
は
全
体
で

２
２
２
３
件
の
応
募
が
あ

り
、
首
長
の
部
で
は
、
大
賞

と
審
査
委
員
会
特
別
賞
が
あ

り
、
今
回
、
審
査
委
員
会
特

別
賞
を
受
賞
し
た
。

●
新
市
立
病
院
の
整
備

　

問　

進
捗
状
況
は
。

　

答
　
病
院
事
業
局
長　

平

成
27
年
１
月
初
旬
に
建
築
基

準
法
お
よ
び
消
防
法
な
ど
の

検
査
、医
療
法
の
開
設
許
可
、

使
用
開
始
許
可
の
手
続
き
を

進
め
、
３
月
に
は
稼
働
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

●
安
心
安
全

　

問　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ（
Ｓ
Ｃ
）と
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

平

成
27
年
の
Ｓ
Ｃ
再
認
証
に
向

け
、
継
続
的
に
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

清

水
小
学
校
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
認
証
を

受
け
て
お
り
、
睦
合
東
中
学

校
は
27
年
11
月
の
認
証
取
得

に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
に
対
す
る
意
識
調
査
な
ど

を
実
施
し
、
課
題
の
抽
出
を

進
め
て
い
る
。

　

問　

指
定
後
の
本
市
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
開
は
。

　

答
　
市
長　

指
定
に
先
駆

け
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
補
助
金
を

創
設
し
、
研
究
開
発
費
な
ど

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
普
及
啓
発

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
研
究
開
発
に
係
る

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
産
学
官
の
協
働

に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を

含
め
た
企
業
集
積
を
図
り
、

産
業
振
興
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。

●
投
票
率
向
上
に
向
け
た

期
日
前
投
票
所
の
充
実

　
問　
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　
答
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

現
在
４
カ
所
に
期

日
前
投
票
所
を
開
設
し
、
利

用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

さ
ら
な
る
投
票
率
向
上
を
目

指
し
、
今
回
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
か
ら
厚
木
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
に
増
設
す
る
が
、有
権
者

へ
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

●
社
会
教
育
活
動
と
公
民
館

　

問　

公
民
館
に
お
け
る
役

割
と
課
題
は
。

　

答
　
教
育
長　

日
常
生
活

に
密
着
し
た
学
習
や
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
協
働
で
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
事
業
を
支

え
る
講
師
や
各
種
団
体
役
員

な
ど
の
継
続
的
な
確
保
と
新

た
な
人
材
育
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
社
会
教
育
活
動

の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

　

問　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
や
神

奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
な
ど

の
市
内
団
地
に
お
け
る
老
朽

化
や
高
齢
化
に
対
す
る
取
り

組
み
は
。

　
答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
は
、

郊
外
の
大
型
団
地
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
本
市
に
も
窓

口
を
設
け
、
一
緒
に
新
た
な

方
法
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、

神
奈
川
県
で
は
、
余
剰
地
を

活
用
し
た
健
康
団
地
の
試
み

を
進
め
て
い
る
た
め
、
本
市

も
協
力
し
、
政
策
的
な
方
向

性
を
探
り
た
い
。
地
域
の
居

住
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
を
組
み
合
わ

せ
た
事
業
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

　

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
問
題
に
対
す
る
教
育
委
員

会
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

学

校
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

配
布
や
学
校
ご
と
の
ネ
ッ
ト

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
教
員

研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組

む
た
め
、
情
報
を
収
集
し
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

問　

高
齢
者
に
対
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
支
援
の
取
り
組
み

は
。

　

答
　
政
策
部
長　

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
を
支
援
す
る
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

今
後
も
不
安

を
解
消
す
る

講
習
な
ど
を

行
っ
て
い
き

た
い
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に

力
を
入
れ
る
考
え
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
田
　
則
康 

議
員

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
10
の
柱
と

１
０
０
の
実
行
計
画
」の
評
価
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
小
島
　
一
郎 

議
員

さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区

指
定
後
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

市
内
団
地
の
老
朽
化
や
高
齢
化
に

対
す
る
取
り
組
み
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
松
本
　
樹
影 

議
員

森
の
里
東
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
説
明
責
任
は

市
政
ク
ラ
ブ
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

　第６回議会報告会は11月11・13・15日の３日間、公民館を会場に４カ所で開催し、４会場で合わ
せて81人の方に参加していただきました。
　今回の報告会では、第５回議会報告会に引き続き、それぞれの会場を各常任委員会が担当。９月
定例会で議題となった平成25年度決算の審査概要のほか、各常任委員会が所管している事項や会場
となった地域に関する話題を報告しました。このほか、テーマを設定した意見交換などを実施し、
各常任委員会で運営方法に工夫を凝らしていました。

議会報告会を開催しました第６回
　各委員会では、所管する事項について情報収
集し、専門的知識を深め、優れた施策を市政や
市議会運営に反映させるため、先進都市などを
訪問し調査を行っています。
　このほど実施した行政視察は次のとおりです。

◆広報広聴特別委員会
　11月４・５日、議会報告会について（北海道
釧路市）
◆厚木市立病院特別委員会
　12月19日、厚木市立病院の新病院第Ⅰ期工事
（救急・手術棟および新南棟）の完了状況につ
いて（厚木市立病院）

委員会の行政視察

11日、厚木南公民館 13日、南毛利公民館 15日、厚木北公民館 15日、睦合南公民館
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た
中
で
、
３
年
後
に
は
指
定

管
理
か
業
務
委
託
か
未
定
で

あ
る
が
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

経
営
努
力
に
よ
っ
て

利
益
を
生
み
出
す
利
用
料
金

制
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

こ
の
３
年
間
に
考
え
る
こ
と

で
よ
い
の
か
。

　

答　

利
用
料
金
制
に
つ
い

て
も
、
こ
の
３
年
間
で
検
討

し
な
が
ら
、
考
え
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

市
民
福
祉

○
厚
木
市
立
保
育
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

問　

も
み
じ
保
育
所
以
外

の
公
立
保
育
所
の
今
後
の
方

針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

公
立
保
育
所
民
営
化

の
実
施
計
画
で
は
、
第
一
期

民
営
化
計
画
と
し
て
、
も
み

じ
保
育
所
と
厚
木
保
育
所
と

な
っ
て
い
る
。
も
み
じ
保
育

所
は
平
成
27
年
４
月
１
日
に

民
営
化
を
す
る
。
厚
木
保
育

所
に
つ
い
て
は
、中
町
第
２
‒

２
地
区
周
辺
整
備
事
業
計
画

に
併
せ
て
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
第
二
期
民
営
化
計
画
に

な
っ
て
お
り
、
第
一
期
民
営

化
の
実
施
後
、
法
令
や
社
会

情
勢
の
変
化
を
見
据
え
て
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

○
厚
木
市
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
問　
診
療
科
が
増
え
る
が
、

医
師
や
看
護
師
の
採
用
状
況

は
。
ま
た
、
新
し
く
就
任
さ

れ
た
医
師
や
看
護
師
は
、
最

新
の
医
療
技
術
の
習
得
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
が
、
研
修

は
す
る
の
か
。

　

答　

来
春
の
開
院
に
向
け

た
医
師
や
看
護
師
な
ど
は
、

計
画
ど
お
り
確
保
で
き
て
い

る
。
研
修
に
つ
い
て
は
、
医

師
は
診
療
科
ご
と
に
専
門
の

学
会
な
ど
が
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
の
で
、
積
極
的

に
参
加
し
て
学
ん
で
も
ら
う
。

看
護
師
は
、
先
進
病
院
へ
派

遣
し
た
。

○
厚
木
市
立
病
院
の
診
療
費

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

問　

個
室
な
ど
の
料
金
に

つ
い
て
、
市
内
と
市
外
で
区

別
が
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

分ぶ
ん

娩べ
ん

介
助
料
に
つ
い
て
は
同

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
少
子
化
対
策
の
一
環

と
い
う
こ
と
か
。

　

答　

分
娩
介
助
料
に
つ
い

て
は
、
一
般
の
保
険
診
療
と

は
別
の
考
え
方
で
あ
り
、
そ

の
中
で
料
金
を
設
定
し
て
い

る
。
以
前
は
、
市
内
と
市
外

で
区
別
を
し
て
い
た
が
、
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
区

別
を
せ
ず
、
同
等
の
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

環
境
教
育

○
厚
木
市
久
保
奨
学
金
基
金

条
例
に
つ
い
て

　

問　

奨
学
金
の
申
請
と
支

給
の
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　

答　

申
請
書
の
提
出
を
受

け
た
各
学
校
か
ら
、
校
長
の

推
薦
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
学
業
成
績
や
修
学
な
ど

の
意
欲
、
経
済
的
な
理
由
に

つ
い
て
、
総
合
的
に
判
断
し

決
定
す
る
。

　

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
金

は
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い

る
か
。ま
た
、奨
学
金
の
額
の

根
拠
は
。

　

答　

入
学
準
備
奨
学
金
お

よ
び
高
校
等
修
学
奨
学
金
に

つ
い
て
は
年
間
20
人
程
度
、

学
校
教
育
活
動
応
援
奨
学
金

は
年
間
20
人
か
ら
30
人
程
度

で
設
定
し
て
い
る
。
額
の
根

拠
と
し
て
は
、
入
学
準
備
奨

学
金
お
よ
び
高
校
等
修
学
奨

学
金
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
の
子
ど
も
の
学
習
費
調

査
の
結
果
を
参
考
に
そ
の
半

額
程
度
と
し
、
学
校
教
育
活

動
応
援
奨
学
金
は
、
学
校
に

聴
取
し
た
金
額
も
参
考
に
し

て
い
る
。

　

問　

学
校
教
育
活
動
応
援

奨
学
金
の
対
象
は
。

　

答　

中
学
校
管
理
下
の
活

動
の
全
て
が
対
象
に
な
る
が
、

部
活
動
に
係
る
費
用
は
家
庭

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
主
に
部
活
動
が
対

象
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

別
の
補
助
や
他
の
奨

学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
に
な
る
の
か
。ま
た
、

公
立
高
校
と
私
立
高
校
の
区

別
な
く
支
給
さ
れ
る
の
か
。

　

答　

特
に
制
限
は
設
け
て

い
な
い
。
ま
た
、
区
別
な
く

支
給
申
請
の
対
象
に
な
る
。

○
平
成
26
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

小
中
学
校
に
導
入
す

る
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス

テ
ム
の
仕
組
み
は
。

　

答　

地
震
発
生
時
に
気
象

庁
が
初
期
微
動
を
検
出
し
、

そ
の
地
震
の
規
模
を
解
析

後
、
各
地
へ
の
地
震
の
到
達

時
刻
や
震
度
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
。

そ
れ
を
受
け
る
た
め
に
受
信

装
置
を
購
入
し
、
学
校
の
校

内
放
送
の
機
器
と
接
続
し
て

学
校
全
体
に
放
送
が
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
経
済

○
平
成
26
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
整
備
の
目
的
は
。

　

答　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

間
の
距
離
が
長
く
て
設
置
す

る
も
の
と
地
域
活
性
化
の
た

め
に
設
置
す
る
も
の
が
あ
る

が
、（
仮
称
）厚
木
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
、
地
域
活
性
化

の
た
め
と
い
う
考
え
で
行

う
。
こ
の
整
備
に
よ
っ
て
企

業
誘
致
、
ア
ク
セ
ス
性
の
向

上
、
救
急
医
療
機
関
へ
の
速

達
性
の
強
化
、産
業
の
促
進
、

交
通
円
滑
化
に
つ
な
が
る
。

　

問　

整
備
効
果
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
試
算
や
推
計

は
で
き
て
い
る
か
。

　

答　

企
業
誘
致
や
土
地
利

用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
積
極
的
な

検
討
を
進
め
た
い
。
救
急
医

療
機
関
へ
の
速
達
性
の
強
化

に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
整
備
さ

れ
た
場
合
、
関
口
中
央
交
差

点
か
ら
北
里
大
学
病
院
ま
で

の
所
要
時
間
が
３
分
間
短
縮

さ
れ
、
死
亡
率
が
呼
吸
停
止

の
場
合
で
20
％
、
多
量
出
血

の
場
合
で
15
％
低
下
す
る
。

　

問　

事
業
完
了
ま
で
の
日

程
は
。

　

答　

今
年
度
、
路
線
測
量

と
地
質
調
査
に
取
り
組
み
、

平
成
27
年
度
に
実
施
設
計
を

行
う
。
28
年
度
に
用
地
取
得

を
進
め
、
29
年
度
か
ら
工
事

に
着
工
し
、
30
年
度
末
の
供

用
開
始
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

総
務
企
画

○
厚
木
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

問　

こ
の
条
例
で
大
規
模

な
催
し
と
は
、
ど
う
い
う
も

の
を
い
う
の
か
。
ま
た
、
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
催
し

で
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
対

象
と
な
る
の
か
。

　

答　

厚
木
市
に
お
け
る
大

規
模
の
定
義
は
、
市
内
で
行

わ
れ
る
際
の
露
店
な
ど
の
出

店
が
１
０
０
店
舗
を
超
え
る

催
し
で
、
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り

が
該
当
し
て
い
る
。

○
厚
木
市
営
自
転
車
等
駐
車

場
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

問　

指
定
期
間
の
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
指
定
管
理
者

を
選
定
す
る
場
合
、
現
状
維

持
で
は
な
く
、
改
善
し
な
い

と
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
例
え
ば
料
金
の
見
直
し

を
含
め
、
今
後
ど
う
す
る
か

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
そ
の
考
え
は
。

　

答　

現
在
、
定
期
利
用
は

満
車
状
態
で
あ
り
、
学
生
で

定
期
利
用
が
使
え
な
い
方

は
、
一
時
利
用
を
使
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

学
生
料
金
の
見
直
し
を
含
め

委員会の

審 査
条例・補正予算など
―主な質疑と答弁、意見―

　条例の制定・改正や補正予算などの
議案について、常任委員会での主な質
疑と答弁を紹介します。

　12月定例会終了後、厚木市立病院特別委員会が開かれ、執
行機関から、厚木市立病院建設工事の進

しん

捗
ちょく

状況などについ
て説明がありました。説明後の委員の主な質疑と執行機関の
答弁を紹介します。
問�　以前、工事現場でぼや騒ぎがあったと思うが、原因は
何だったのか。

答�　ぼや騒ぎについては、現場において火が発生するよう
な所でないこと、また、第３者が火を付けたというよう
なことも確認ができていないので、原因は不明になって
いる。ただ、現場での火の不始末でないことは確認でき
ている。

問�　第Ⅰ期工事が完了し、新南棟へ患者を移動するという
ことだが、患者の安全を第一に考え、移動計画は作られ
ているのか。

答�　新病院へ移転する際の患者の移動については、患者の
安全を第一に考え、病院内で引っ越しの作業部会を立ち
上げた。また、引っ越しのシミュレーションを３回ほど
計画している。その中で危険箇所などを確認し、安全な
形で患者を移動できるよう考えている。

問�　具体的には、いつごろ移動するのか。
答�　引っ越しについては、２月下旬から本格的にシミュレー
ションを行い、その中で危険と思われるところは修正し、
３月１日に患者の移動を考えている。

病 院 特 別 委 員 会

■専決処分
　議会が議決をしなければならない条
例・予算などについて、市長が議会に
代わって決断・決定すること。時間的
に議会の開催を待てない緊急の場合や
議会が成立しないときなど、法律の規
定による場合と、軽易な事項などを議
会が市長の専決処分事項として委任し
た場合とがあります。前者の場合は、
次の議会に報告し、議会の承認を求め
なければならず、後者の場合は、議会
に報告するだけで、承認は不要となっ
ています。

■請願・陳情の採択、趣旨採択
　請願・陳情の内容について、願意が
妥当で法令上、行財政上実現性もある
ような場合には、議会として賛同する
ことになり、議会の意思決定は、請願・
陳情を採択する方法によりなされるこ
とになります。また、願意は十分に理
解できても、市の財政事情などから、
当分の間は願意を実現することが不可
能である場合などに、便宜的に「趣旨
には賛成である」という意味の議決を
することがあり、その趣旨のみを取り
上げることから、これを趣旨採択と呼
んでいます。

解 説
議 会 用 語



市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。
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本会議の審議結果

12 月 定 例 会 提 出 案 件
各会派の賛否　○…賛成、●…反対

議決結果み
ら
い

改
　
革

公
明
党

共
産
党

市
政
ク

民
主
ク

市
　
民

つ
ば
さ

新
政
会

ネ
ッ
ト

子
育
て

議 案 第 75 号 厚木市地域包括支援センターの包括的支援事業を実施するために必要な基準を定める条例について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決

議 案 第 76 号 厚木市指定介護予防支援の事業の人員、運営等に関する基準等を定める条例について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決

議 案 第 77 号 厚木市久保奨学金基金条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 78 号 厚木市立老人福祉センター条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 79 号 厚木市立保育所設置条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ 可決

議 案 第 80 号 厚木市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 81 号 厚木市火災予防条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 82 号 厚木市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 83 号 厚木市立病院の診療費等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 84 号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 85 号 不動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 86 号 不動産の譲渡について ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ 可決

議 案 第 87 号 厚木市文化会館指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 88 号 厚木市営自転車等駐車場指定管理者の指定について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 89 号 厚木市荻野運動公園指定管理者の指定について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 90 号 厚木市営体育施設指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 91 号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度厚木市一般会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議 案 第 92 号 平成26年度厚木市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 93 号 平成26年度厚木市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 94 号 平成26年度厚木市病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 95 号 厚木市職員の給与に関する条例及び厚木市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 96 号 平成26年度厚木市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 97 号 平成26年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 98 号 平成26年度厚木市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 99 号 平成26年度厚木市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第100号 平成26年度厚木市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請 願 第 1 号 安全・安心の医療・介護の実現と医療従事者の夜勤改善、大幅増員を求める意見書を
国に提出することを求める請願 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ 不採択

請 願 第 2 号 介護従事者の処遇改善を求める意見書を国に提出することを求める請願 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ 不採択

陳 情 第 11 号 平成27年度における重度障害者医療費助成制度継続についての陳情 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ 不採択

陳 情 第 12 号 平成27年度における障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支援についての陳情 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ 不採択

陳 情 第 13 号 平成27年度における療養介護施設における透析治療のあり方についての陳情 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ 不採択

陳 情 第 14 号 福祉労働者の処遇改善・人材確保に関する意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ 不採択

陳 情 第 15 号 消費税10％への増税を中止・断念することを求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ● ● 不採択

陳 情 第 16 号 消費税10％への増税は延期ではなく中止を国に求める意見書の提出を求める陳情 ● ● ● ○ ● ○● ○ ● ● ● 不採択

陳 情 第 17 号 消費税10％への増税中止を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ○● ○ ● ● ● 不採択

陳 情 第 18 号 消費税10％への増税を延期でなく中止・断念することを求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ○● ○ ● ● ● 不採択

陳 情 第 19 号 国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○● ○ ● ○ ○● ○ ○ ● ● 採択

陳 情 第 20 号 子どもの医療費無料制度の創設を国に求める意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● 趣旨採択

議員提出議案第 11 号 軽度外傷性脳損傷（ＭＴＢＩ）に関わる教育機関等への啓発・周知と労災認定に向け
た取り組みの推進を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第 12 号 子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）の接種後の健康被害について原因究明と
医療支援を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第 13 号 国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書について ○ ○● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● 可決

平成26年11月27日および12月19日議決時の会派構成など　※議長…石井芳隆（議長は採決に加わりません）、副議長…難波達哉
※会派表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
みらい…あつぎみらい（７）：神子雅人、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　改革…改革あつぎ（６）：小島一郎、松本樹影、松前進（陳情第19号および議員提出議案
第13号反対）、髙田浩、太田洋、徳間和男　公明党…公明党厚木市議員団（４）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　
市政ク…市政クラブ（２）：石井恒雄、井上敏夫　民主ク…民主クラブ（２）：名切文梨（陳情第16号〜第18号賛成）、古川環（陳情第19号反対）　市民…あつぎ市民の党（１）：奈良握　
つばさ…つばさ（１）：石井芳隆　新政会…新政会（１）：井上武　ネット…神奈川ネットワーク運動（１）：内川由喜子　子育て…子育て応援（１）：泉修

（
議
　
長
）

（
議
　
長
）

（
議
　
長
）

●本会議（原則９時から）
　３月３日（火）・４日（水）…議案等質疑
　３月９日（月）〜11日（水）…一般質問
　３月25日（水）…委員長報告・討論・採決

●常任委員会（原則９時から）
　総務企画…３月12日（木）	 市民福祉…３月13日（金）
　環境教育…３月16日（月）	 都市経済…３月17日（火）
◆特別委員会（本会議などの終了後から）
　厚木市立病院…３月25日（水）	 広報広聴…３月25日（水）

平成27年厚木市議会第２回会議（２月定例会議）の開催予定

傍聴は、本庁舎５階ロビーで受け付けます｡


